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  ５歳児（ハートがいっぱい） 
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★ 運動会は、１０月５日（土）渚中学校の体育館で行ないます 

１０月４日（金）は前日準備で、職員が体育館へ荷物の搬入等を行ないます。 

可能な方は、お早めのお迎えにご協力をお願いいたします。 

 
  

 

 

★ １１月１日（金）～１１月１５日（金）乳児クラスの保育参加を行なってい

ます。 

（土曜日・１４（木）を除く） 

詳細は後日、別途お便りを配布します。なお、個人懇談もこの期間に行なって

おります。ご希望の方はお申し出ください。 

幼児クラスで日程調整が出来ず参加できなかった方は、この時期でも参加可

能ですので、ご希望の方はお申し出ください。 

 

 

★8 月に太田美穂が退職しました。 

 

★9 月より、新しい職員が入職しました。 
  

初めまして。９月から入職し、にじ組の副担任をしています。 

まだまだ至らない点もあると思いますが、子ども達と一緒に成長できるような

保育をできればと思っています。これからよろしくお願いします。 

福岡
ふくおか

 拓
たく

海
み

 

 初めまして。子どもが大好きで、はっとこども園のみなさんと遊べることを

いつも楽しみにしています。入職した当日に、「日比先生。」と早速名前を呼ん 

でくれたお友達もいてとても嬉しかったです。いろいろなクラスのお友達と仲

良くなりたいなと思っておりますので、気軽に声を掛けて下さい。よろしくお

願いします。 

日比
ひ び

 恵
めぐみ
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園長 片山
かたやま

 

 

運動会へ向け、秘めた力を発揮していこうとする子供たちの姿が、観察される時期になっ

てきました。それに応えようと職員一同も奮起しています。9 月の懇談会では多くの保護者

にご参加頂き、日頃の保育の様子をお伝えでき、貴重な意見を頂戴できる機会となりました。

幼児教育・保育の無償化の制度が開始されるにあたり、園の重要事項に関する変更点等の説

明もさせて頂きました。今月から新制度がスタートします。スタートすると様々な疑問など

が生じてくる可能性があります。気が付かれたことがありましたらお声がけください。私達

からも必要に応じてご連絡致します。 

 

「4 年に一度じゃない。一生に一度だ。」のフレーズや各種報道の影響により人気が増し

ているように感じられる「ラグビーワールドカップ２０１９日本大会」ですが、先日ラグビ

ーの強豪校である「東福岡高校ラグビー部」を視察し、藤田監督からチームビルディングに

関する講演を聴く機会がありました。ラグビーでいかに強いチーム作りをするか、園運営に

おいて大切なコトである豊かなチーム作りのヒントに出来ればと考え拝聴しました。 

経験年数が豊富で保育スキルの高い職員が集まったとしても、人間関係がギクシャクし

て妬みや僻みの渦巻く施設では、子供に悪影響を及ぼしてしまいます。 

職員間で同僚性を高めながら教育・保育の質向上を追求し続けることが理想であり、私た

ちの理念や方針であるとも言えます。 

 

藤田監督曰く、日々「心・技・体」への意識を高めることは当然ではあるものの、それだ

けでは全国大会でベスト 8 くらいまでしか勝てる見込みがない。全国大会で優勝するため

には、「心・技・体」に「生活の質」を加えてこそ優勝が目指せるチームとなれるとのこと

でした。例として、部室やトイレの掃除、合宿中の食事の準備などの仕事は「クラブの顔」

である 3 年生がメインでやりきり、2 年生、1 年生は協力者だそうです。確かに男の部室

とは思えないほど整理整頓が行き届いており、カバンも靴もキレイに並べられていました。

部室というイメージを大きく超え、部室独特の臭いもなく快適な空間となっていました。こ

れらは窓が割れた車を放置していると、その周辺は犯罪や不法投棄が増える、地下鉄の落書

きを消したら犯罪が半減したという分析（ブロークンウィンドウ理論）から習っておられ、

部室が乱れているとチームワークがうまくいかなくなるという意識が選手達にも根付いて

いるように感じました。また、一日の練習時間は最長 2 時間、練習中「だらだらするな」

という体育会系特有の気合主義から、勝てない時期を乗り越えた逆転の発想で、質の高いト

レーニングを短時間集中してやりきる。失敗してもできるまで繰り返さない。試合前に普通

なら大声を出して気合を入れる円陣は、円になって静かに目を閉じ、精神統一を行う。ある

意味で、これまでのスポーツにおける多くの「当たり前」を覆しながら名実ともに最強を目

指す姿勢とそれを継続して実行していることに驚きました。 

 

小さな準備の積み重ねが成功へと導き、小さな約束を守ることの積み重ねが信頼を生

む！チームの合言葉だそうです。はっとこども園は風通しの良い、人間関係良好な職場だと

自負しておりますが、彼らから学び、さらにチーム力を高め、子供たちへ至らせたいと

想います。 

～小児は大事～ 
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特別な舞台“運動会” 

副園長 藤原
ふじわら

 

 

１０月５日（土）の運動会が目前です。先月の園だよりでご紹介した練習を各クラ

ス重ねている真っ最中であり、いよいよ大詰めにきています。毎日の練習の中では、

子供たちがそれぞれの嬉しさや悔しさ、喜びや葛藤を抱いている姿を目にします。ま

たそれと同時に、クラスとして一体感のようなまとまりも徐々にでてきたように思い

ます。 

練習では、子供同士のやりとりがメインとなるため、特に５歳児かもめ組では、練

習過程の中でたくさんのドラマがあります。“やりきる組体操”はその名の通り、練習

中も本番当日も、大半の技を「誰と組むのかは決めない」「その場で子供たちどうしが

判断し、形をつくる」というものです。ほとんど子供任せなので、「誰と組む」「自分

が上、下」と、トラブルや葛藤する場面が多々見られますが、そこにこの組体操の意

味があります。友達とのやりとりがうまくいかなかった悲しさ、上に乗ることができ

なかった悔しさ、成功を体験する嬉しさ、クラス一体となって形づくりができた時の

喜びなど、たくさんの経験をしていきます。また、揉めるたびに話し合ったり、人数

集めも練習を重ねるうちに誰と組んでも気にならなくなったり、阿吽の呼吸でやりき

ったりする姿も見られます。本番は、すんなりといく以上に、戸惑いながら揉めなが

らも互いに形をつくりきる姿を評価していただきたいです。 

 

運動会当日は、保護者の方も私たち職員も、子供たちが存分に力発揮する姿を期待

し、そのまなざしを送ることでしょう。しかし、その子なりの力発揮は私たち大人が

考えているものと違うのかもしれません。当日は、大人でも緊張するくらいたくさん

の視線を受けるため、その視線の多さに、フィールドへ出ないと言ったり、照れ隠し

からふざけてしまったりする姿があるかもしれません。しかし、たとえどんな姿であ

っても、その姿や気持ちの表れをありのまま受けとめていただきたいと思います。そ

こに至る過程や経験が、何より大切です。そして、子供たちの大きながんばりに対し

て、大きな拍手と声援をお願いします。また、運動会の種目には、親子競技や保護者

競技もありますので、保護者の皆さまも動ける服装でお越しください。わが子や他の

子供たちと触れ合ったり、大人同士が協力しあったり、“人と関わり合うこと”に視点

をおいた種目にしていますので、ご参加をお願いします。子供たちと一緒に動き、楽

しんでもらえると幸いです。 

 

運動会が終わると、いつも子供たちがひと回り大きくなったように感じられます。

運動会という特別な舞台を経験し、乗り越えた達成感や成就感が、子供たちを育てて

くれるのかもしれません。「子供どうしで関わり合ってやりとげた経験」は、子供たち

にとって「大きな力」として、その子の胸の内に残るものだと信じています。 
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台所の先生から  

                                岩渕
いわぶち

  近藤
こんどう

  

 

        ≪箸の持ち方の練習をします≫  

                      

 そら組・かもめ組を対象に、正しい箸の持ち方を楽しく練習していきます。はっとこ

ども園の給食では、にじ組には、スプーンとフォークを出し、そら組・かもめ組に箸を

出しています。（スプーン・フォークを取りに来る子もいます）個人差はありますが、

３歳前後から上手に指を使えるようになってきます。箸にも興味が出てきますので、練

習を始める目安になります。箸を練習する前にスプーンが『握り持ち』ではなく、『鉛

筆持ち』で使えているかを確認します。現在、にじ組のほとんどの子は、スプーンを鉛

筆持ちに出来ていますが、何人かは、握り持ちで食べています。しかし声をかけると、

鉛筆持ちに持ち直して食べることが出来ています。そら組は半数ほどが、お箸を正しく

持てていません。その都度持ち方を伝えると、「見て！見て！」と意欲的に挑戦してい

ます。かもめ組は、ほとんどの子が上手に持つことが出来ています。 

 

【正しい持ち方・・・下記の図を参考にお試しください】 

 

 まず、➀上のお箸の１本を親指、人差し指、中指で鉛筆持ちします。②下の箸を親指、

薬指で固定します。③箸の先端を合わせて下の箸は動かさず、上の箸を上下に動かしま

す。上手にできれば、豆や細いものも挟めるようになります。箸を上手に持てるように

なると、子供たちは嬉しいですし自信が付きます。上手に持てたことを褒めてもらうと

嬉しくなってもっと頑張ろうとします。はっとこども園でも、マカロニや大豆や小豆を

つまむゲームをしたり、正しい姿勢で食べる練習をしたりします。ご家庭でも箸の持ち

方に注目してみて下さい。  

                       

  

 

 

 

 

ご家庭で子供さんの食について困っていることや悩んでいること、栄養面のことや、 

メニューレシピのことなど、いつでも気軽に調理室をのぞいて相談に

来てください。 

                          

 

 

 

http://www.crookedbrains.net/2010/05/creative-chopsticks-design.html
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/
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福山
ふくやま

 大嶋
おおしま

 

竹中
たけなか

 伊藤
い と う

 

 

 

 

 

 

サーキット 

平行棒を渡るユニットに挑戦する姿が増えてきました。棒の上を自分なりに工夫し

て、片足を地面につけて渡ってみたり、置いてあるコーンを頼りながら手を置いて渡

ってみたりしています。そして跳び箱に登り、跳び降りることを好んで繰り返しして

いる姿も見られました。 

戸外あそび 

気温が高いため、あまり戸外あそびをすることができませんでした。しかし、毎日

お集りで子供たちと窓から天気を見ているのですが、天気に少しずつ興味がでてきて

いるのか子供たちから「あめ」「くも」など教えてくれるようになっています。 

コーナー・ゾーン 

<赤・青グループ> 

粗大あそびで身体を動かしました。大型クッションとマットで作った山を、手や腕

の力を使って乗り越えようとする姿や、はしごをハイハイして渡ったり、保育者の手

を握り立って渡ったりする姿が見られました。また、ポットン落としの玩具では、小

さい穴にも入れることができるようになってきています。ままごとの玩具をカバンに

入れてみるなど、指先を使って上手に遊ぶ姿が見られました。 

<黄・緑グループ> 

ままごとでは、コップとお皿を机の上に上手に並べてみたり、お鍋にチェーンリン

グなどを入れてキッチンでグツグツとお料理したりする姿が見られるようになってき

ました。保育者やお友達に「どうぞ」と料理を振る舞う姿も見られます。構成コーナ

ーでは、動物の積み木を使って、個々でつぶやきながら遊んでいる姿が見られます。

動物の名前も、少しずつ覚えて言えるようになってきています。 

感触あそび 

先月と同様に感触あそびを楽しみました。寒天あそびでは、手だけでなく足で寒天

の冷たさや感触を楽しむことができました。氷あそびでは、氷の冷たさを楽しんだり

製氷器に氷を詰めてみたり、机の上をアイスホッケーのように滑らせて大喜びの子供

たちでした。片栗粉あそびでは、フワフワした粉から、徐々に水を足してドロドロし

ていく感触を楽しみました。水を加えてドロドロになると抵抗してしまうお友達もい

ました。 

食育 

ぶどうの食育がありました。ぶどうを見て「まるまる」と興味津々の子供たち。手

のひらで転がしたり、指先で感触を味わったりしていました。皮を剥いたときの色の

違いに驚いていましたが、嬉しそうに食べていました。 

 

 

９月の振り返り 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565491176/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9ncmFwZS1mcnVpdHMtYmFja2dyb3VuZC0wMDI1Mjk4Lw--/RS=%5eADBsuzi2JXnupmVvpWuF23a6VQTsIc-;_ylt=A2RimFJoLk5dlBoAgBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565491176/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9ncmFwZS1mcnVpdHMtYmFja2dyb3VuZC0wMDI1Mjk4Lw--/RS=%5eADBsuzi2JXnupmVvpWuF23a6VQTsIc-;_ylt=A2RimFJoLk5dlBoAgBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565491176/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9ncmFwZS1mcnVpdHMtYmFja2dyb3VuZC0wMDI1Mjk4Lw--/RS=%5eADBsuzi2JXnupmVvpWuF23a6VQTsIc-;_ylt=A2RimFJoLk5dlBoAgBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565491176/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RjdXAuY29tL2ZyZWVpbGx1c3QvZ3JhcGU-/RS=%5eADB5.IAXW75g9JsBX_dO8E8MnrokNc-;_ylt=A2RimFJoLk5dlBoAhhiU3uV7
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サーキット 

巧技台の上り下り→マット山をよじ登る→三角マットを転がる→はしごを渡る→す

べり台を駆け下りる・平行棒を渡る→平均台を跨いで進むユニットを行ないます。 

戸外あそび 

<赤・青グループ>その日の気温や体調に合わせて、主にミニ園庭で遊びたいと思いま

す。土や水、泥、エノコロ草やオシロイ花などの自然物に触れていくことで五感を刺

激できるようしていきます。 

<黄・緑グループ>園庭で築山登りをしたり、大型遊具で遊んだりして身体を動かして

いけるようにしていきます。砂場遊びでは、コップに砂を詰めたり型抜きをしたりし

ながら、ごっこ遊びができるように関わっていきたいと思います。 

コーナー・ゾーン 
<赤・青グループ> 

お友達を意識して関わろうとする姿が少しずつ見られるようになってきています。

保育者が仲立ちになり、一緒に遊ぶ楽しさを伝えていきます。玩具では、成長段階に

合わせて転がるものや音の鳴るものを追いかけたり、積み上げた積み木を崩すことを

楽しんだりしていきます。 

<黄・緑グループ> 

お友達に声を掛けて、関わろうとする姿が見られるようになってきています。動物

の積み木に興味が出てきており、動物園を作ったり、動物でごっこあそびをしたり、

遊びを広げていくことができるようにしていきます。おままごとでは、赤ちゃん人形

のお世話の仕方などを引き続き一緒に経験していきます。 

感触あそび 

粘土や絵の具に触れていきたいと思います。粘土は、小さくちぎったり伸ばしてみ

たり、細長くしてみたり丸めてみるなど、子供たちの発想や、つぶやきを大切にして

遊びを広げていきたいと思います。絵の具あそびでは、赤・青グループのお友達は、

ダンボールに水で指や手の平を使って描くことを楽しみたいと思います。黄・緑グル

ープのお友達は、排出あそびを一度経験しています。前回より一層、手の平で絵の具

の色の変化や広がり方などに注目しながら、感触を楽しむことができたらと思いま

す。 

わらべうた 

♪くまさん くまさん ♪にぎりぱっちり ♪かれっこ やいて 
『にぎりぱっちり』は、ハンカチのような柔らかい布を使って、ヒヨコやヒツジな

どの動物を表現することができます。最後に手を広げたときに子供たちの嬉しそうな

表情が見られるわらべうたの一つです。上記のわらべうたを繰り返してしていきなが

ら、お友達同士でも触れ合っていけるように関わっていきたいと思います。 

食育 

１０月は梨を予定しています。梨に実際に触れながら色にも注目したいと思いま

す。包丁で切ったときの中身の断面や食べたときのシャキシャキした感触

を楽しみたいと思います 

 

１０月の活動 
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梶原
かじはら

・山岡
やまおか

・藤村
ふじむら

  

 

 

９月の振り返り 
食育 

～ぶどうの皮むき～ 

お調理の先生がデラウェアと巨峰とマスカットを持ってきてくれ、興味津々だった子

供たち。お調理の先生から巨峰を見せてもらうと「紫！」や「黒！」と色を教えてくれ

ました。次に皮をむいてみると「緑色だ！」と言い外の中の違いに気付くことができま

した。そしていよいよ食べてみると「おいしいや」「すっぱい」「種が入っていない」と

喜んだり、驚いたりといろいろな表情が見られました。見たり、皮をむいたり、食べた

りと秋の味覚のぶどうに親しむことができました。 

   

色水遊び 

 食育で使ったぶどうの皮で色水遊びをしました。 

水が入っているビニール袋の中に３種類のぶどうの皮を入れ、揉んだり振ったりして遊

びました。すると、「色が紫色になったよ」「みて！どんどん色が出てきた」など少しず

つ色が変化してきたことに気づき、保育者やお友達同士で会話を楽しむことが出来まし

た。マスカットやデラウェアなどは揉んでみても色が薄くでにくかったのですが、巨峰

は濃い色がでて子供たちも嬉しそうにしていました。 

 

のりあそび 

模造紙に四角と三角の画用紙を貼って遊びました。最初に保育者が見本を見せると

「凄い！」や「マジックみたい」とビックリした表情をしていました。実際に触ってみ

ると、「ふわふわしてるね」や「冷たくて気持ちいい」など楽しそうに触っていました。

紙を２枚重ねて貼ってみたり、のりをたくさん使って貼ってみたりくっついたことを喜

んだりと、様々な遊び方をしていました。 

 

運動会 

 運動会に向けて、ゲーム遊びを行なってきました。 

2 人組で一緒にできることを目指し今は、パフリングやボールの交換などをしていま

す。保育者が、子供たちの前でお手本をしてみると子供たちは「早くしたーい！」など

としたくてうずうずしている様子でした。いざ行なってみると楽しそうにゲーム遊びを

している姿が見られました。 
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「１０月の活動内容」 
うた（今月の教材曲） 

「とんぼのめがね」 

今月はよくリトミックで遊んでいる「とんぼのめがね」です。朝のお集まりや子供

たちの会話の中で、とんぼのめがねの歌詞に子供たちと一緒に注目していきたいと思

っています。１番の歌詞には「とんぼのめがねはみずいろめがね」２番の歌詞には

「ぴかぴかめがね」とあります。「ぴかぴかのめがねってどんなめがねだろうね？」

と対話をしたり、実際のとんぼを外に見にいくなどをしたり、壁面や写真を見ながら

とんぼについて興味を深めていきます。 

その他、「うんどうかいのうた」「バスごっこ」を歌います。 

 

わらべうた 

「くまさんくまさん」「ずくぼんじょ」 

 

食育 

「栗」 

秋の食べ物という事で、栗の食育をします。湯がいた栗を２つに割って、スプーン

ですくい栗の硬さや食感を味わいます。また、栗のイガや皮などの感触を知ったり、

栗を使った色々な食べ物にも興味が持てるように関わっていきます。 

 

絵本 

「とんぼのあかねちゃん」 

絵がとてもかわいらしく、親しみやすい絵本です。くもの巣にひっ

かかりそうになってハラハラしたり、新しい友達ができたりと、シー

ンの展開がリズミカルで飽きない絵本です。 

楽器遊び 

今まで行なってきた音遊びでは、身体を動かしながら楽器を鳴らして遊んできまし

た。今月は今まで聞いてきたカエルやセミ、秋になると出てくる鈴虫やマツムシなど

の虫の鳴き声を、楽器で表現し奏でて遊びます。 

 

粘土 

子供たちは、よく粘土を食べ物に見立てて遊んでいます。丸めたり長細くしたり平

らにしたりすることが上手になってきた子供たちと、今月から食欲の秋ということで

引き続き食べ物に見立て遊びをしたいと思います。「秋の食べ物って何だろう？」な

ど会話を楽しみながら活動をしていきます。 
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澤
さわ

根
ね

・和泉
い ず み

・能宗
のうそう

 

 

うた 「うさぎのダンス」（９月の教材曲） 
 今月は「うさぎのダンス」を歌いました。はじめは「♪タラッタラッタラッタ」のところ

が難しそうでしたが、慣れると上手に歌うことが出来ていました。「♪つき」の歌ともリン

クし、「うさぎさんは月にいるのかな？」「月で何をしているのかな？」と想像を膨らませて

いました。また、『おつきみうさぎ』の絵本からも、月の不思議さを感じていました。 

 そして更に表現遊びにも発展し、うさぎの動きをみんなで表現しました。ジャンプをした

り、お友達と手をつないで歩いてみたり、「ぞうさんやさるのダンスする！」と、子供たち

の想像がどんどん膨らんでいました。 

 

描画 

「３原色の排出」 

 好きな色の絵の具を手の平に貰い、画用紙に絵の具を広げていきました。躊躇なく、

思い切り絵の具を画用紙にのばしていく子、少し戸惑いながらも指でちょんちょんと

描いていく子などさまざまでした。また、お友達の取り組む姿を見てだんだんと手の

平を使いだす子もいました。それぞれ思い思いに、絵の具の感触や色の混ざり方を

楽しんでいました。 

 

ふれ合い遊び 
運動会に向けて、２人・３人・６人・１２人で「うらら」や「トントンパチパチ」など、

仲間集めやふれ合いあいをしました。音を聞き分けて表現あそびをしたり、自分たちの力で

お友達を見つけて集まることが出来ました。迷っているお友達に教えてあげる姿もありま

した。 

 

ゲーム遊び 
 箱あそびから、２人組のゲーム遊びに発展しました。側面に、それぞれ「１」「２」「３」

と書かれている段ボールを用意し、それを順番に積み上げます。数字だけでなく、赤色の面

と青色の面があるので、それも合わせるのがルールです。２人で協力しながら運ぶペアや、

１人ずつで手際よく積み重ねるペアもあり、阿吽の呼吸で取り組みました。 

 

サーキット 
「走って巧技台をグージャンプ」・・・隣で一緒にリズムを取りながらすることで両足を揃

えて跳ぶことが出来ていました。  

「足付け周りからの足抜き周り降り」・・・ほとんどの子が補助なしで出来るようになって

います。まだできない子も頑張って挑戦しています。 

 

食育お月見団子を作りました。今回は、かぼちゃを混ぜて黄色いお団子にしました。お

団子作りは２回目だったので、子供たちも要領を得ているようで、上手にこねていま

した。お湯で茹でる際には、「上（高いところ）から入れると（お湯がはねて）あぶな

い！」と言って、そっと入れる姿がありました。 

 

 

９月の振り返り 

https://www.irasutoya.com/2014/03/blog-post_6106.html
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うた 

「まつぼっくり」（今月の教材曲） 
 今月は「まつぼっくり」を歌います。お散歩に出かけ、季節の変化を感じながら、

まつぼっくりをたくさん見つけたいと思います。たくさん集まったら、それらを転が

して遊びます。床の上を転がしたり、机の脚を片側だけ立てたり、坂道をつくって転

がしてみたりします。 

♪その他、「うんどうかい」「むしのこえ」「やきいもグーチーパー」を歌います。 

 

描画 

「まつぼっくりであそぼう」 
 まつぼっくりがたくさん見つかったら、絵の具を付けて転がし、まつぼっくりの足跡を作

って楽しみたいと思います。画用紙の上をうまく転がるかな？スタンプ遊びのようになる

かな？子供たちの言葉を拾いながら、楽しみたいと思います。 

 

ふれ合い遊び 
 引き続き運動会に向けて、２人・３人・６人・１２人で仲間集めやふれ合

いあいをします。とても上手にピアノの音を聴き分けて身体を動かすことが

出来ています。運動会の大舞台では緊張し、いつもの姿とは違うかもしれま

せんが、子供たちの頑張る姿に大きな声援と拍手をお願い致します。 
 

散歩 
 10 月は、たくさんお散歩に行き、季節の変化を感じたいと思います。園外でのルールや、

歩き方も伝えていきます。 
 

サーキットポイントレッスン 
鉄棒・・・「つばめ」腕支持をしっかり意識して、足を伸ばして行ないます。 

高さのある台からグージャンプ・・・タイミングよく体をコントロール出来るように行ない

ます。 

 

異年齢活動 
 懇談会でもお話させていただきましたが、運動会が終わったら、グループ内の机のメンバ

ーを自分たちで考えて決めたいと思います。どのような意見が出て、どのような姿が見られ

るのか、とても楽しみです。そして、グループで相談しながら、異年齢で活動する時間も増

やしていきたいと思っています。 

 

お当番活動 

 給食の配膳を、今までそら組・かもめ組さんがしてくれていましたが、にじ組も一緒に行

なっていきます。「どれくらい？」と、貰いに来たお友達とやりとりしながら、配膳してい

きます。エプロン・三角巾・マスクをロッカーの中にご用意ください。 

お当番の週は、金曜日（マスクは毎日（健康調査票のマスク置き場に置いています）に

お持ち帰りください。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 



 

12 

 

 

橋本
はしもと

・福岡
ふくおか

 

 

 
「とんぼのめがね」秋の訪れを感じさせるトンボが、園庭の空を見上げると

たくさん飛んでくるようになりました。飛んでいる姿を目で追ったり網で捕まえようとし

たりする子供たちは、誰からともなく♪とんぼのめがねは・・・と歌が広がっていっていま

した。水色めがね・ピカピカめがね・赤色めがねと、トンボになった気分を味わうために、

セロファン紙を使って色々な景色を観て楽しみました。 

 

とんぼのめがねづくり・・・セロファンを使って遊んでいると「今度はト

ンボ作ろう」と子供達から声が上がりました。トンボの体と目は、牛乳パックやトイレット

ペーパー芯、羽根は色画用紙で、形や枚数、模様も自分のイメージのままに工夫しながら作

りました。色々な個性豊かなトンボが出来上がりました。 

絵の具の描画（青空・夕焼け空）・・・画用紙を水で湿らせて、そこにトンボが飛んでいる

青い空や夕焼けをイメージしながら自分で選んだいくつかの色を重ねて描きました。 

 

 

 パラバルーン・・・自分達がしている姿が映っている DVD を観ては、

自分や友達のいいところやもっとこうした方がいいと思うところを話し合い、25 人の仲間

の力や気持ちを一つにして「♪友よ」の曲にのせてウェーブ・パラシュートなど色々な動き

に挑戦しています。仲間って素敵！力を合わせるってすごい！と感じていけるように、対話

していきます。 

かけっこ・エンドレスリレー・・・「よーい・ドン！」の合図に合わせて、元気いっぱいに

全力で走り抜けていく姿は、真剣そのもので、一人一人誰もが自信に満ちています。 

2 人組競争（とんでくぐって）・・・2 人組で交代しながら飛んだりくぐったりを繰り返し、

次の友達にバトンを繋いでいき、2 チームで勝敗を競い合います。自分がしている時だけで

なく、「頑張れー！頑張れー！」と友達の姿も一生懸命に応援しています。 

 

「跳び箱：助走からの両膝乗り・両足乗り」「マット：前回り起き」 

 両足をそろえて勢いよく、ロイター版を踏み切り、跳び箱の上に乗ることが 

できるようになってきました。 

 

園庭での虫探し・・・まだまだ暑い日が続き、なかなか戸外遊びが出来なかっ

た日が続きましたが、耳を澄ませば草の中から虫の声が聞こえたり、園庭の空を気持ちよさ

そうにトンボが飛んだりしていました。早速、網を片手に虫探しをしたり、捕まえたバッタ

やカマキリを飼育ケースの中で観察したりしました。お片付けになると「また明日なー」と

逃がしていました。キャッチ＆リリースの精神は蝉捕りから引き続き、子ども達の中で守ら

れていました。命を大切にする気持ちが育ってきています。 

 

月見団子作り・・・日本の伝統的な行事の一つの十五夜に因んで月見団子を作

りました。今回の道具は“自分の手”。「混ぜる・捏ねる・ちぎる・丸める」という工程を 5

～6 人一組になり、力を合わせて作りました。モチモチに出来上がったお団子にきな粉をか

けて食べました。「おいしい～！」友達と力を合わせて作った団子は、特別美味しかったよ 

うです。 

９月月の振り返り 

うた 

描 画 

サーキット運動 

水遊び 

ふれ合い活動 

食育 
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みのりのあき（今月の教材曲） 
たくさんの野菜や果物、きのこにお米など収穫の秋を向かえます。そんな収穫を喜ぶ人々

の思いがたくさん詰まった、ちょっとユニークな歌です。そらぐみでも春にサツマイモを植

え、毎日、葉や蔓が段々と大きく伸びていく様子を見ては、お芋が出来ることを楽しみにし

てきました。今月は収穫や食べることはもちろん、蔓や掘ったお芋で遊んだり、長さや重さ

を比べたり、絵をかいたりと、いろいろな経験をしていきたいと思います。 

  その他、「くだものれっしゃ」「やきいもグーチ―パー」を歌います。 

 

 

・ 
サツマイモの蔓や葉っぱ・土の中の芋を、収穫したり遊んだりした経験から、絵の具でダ

イナミックに描きます。また、個々に描くだけではなく、友達と一緒に大きな紙の上で、共

同画を楽しみたいと思います。 

 

 

 

 
 今までも給食や園庭やうみの部屋での遊びの時に、異年齢での関わりを経験してきまし

た。今回は自分達でグループ分けをし、にじ・そら・かもめの異年齢の友達と一緒に、近く

の公園に散歩に行ったり、一緒に同じ遊びを楽しんだりします。 

  

 

 

今月のポイント 

「跳び箱：」「マット：」 
 

 

園庭や近くの公園での自然とのかかわり 
 

9 月は残暑が厳しく、ゆっくりと戸外で遊ぶことができませんでした。今月も引き続き、 

園庭や公園での自然とのかかわりを楽しみたいと思います。トンボが飛んでいたり、草の中

にバッタやカマキリを見つけたり、こおろぎの声が聞こえてきたりと、いろいろな虫との出

会いがあります。そんな虫たちを探したり観察したり、秋の草花や実を見つけたりして、自

然物を使った遊びや観察など、遊びを通して秋の自然に興味や関心をもてるようにしてい

きたいと思います。 

 

 

お芋のクッキング・芋・茎 
 
収穫したサツマイモを使って、どんなお料理の方法があるのか話し合い作り方を考 

え、クッキングをしていきたいと思います。また、葉っぱの下の柔らかい茎（芋茎
ず い き

）も食べ

られるのです。茹でてアクを取ってから食べることも経験したいと思います。 

 

うた 

はだい 

描画・製作 

異年齢活動 

サーキット運動 

園内園外探索（秋バージョン） 

１０月の活動内容 

食育 
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中谷
なかたに

 

９月の振り返り 
うた  
 「つき」を３番まで歌いました。「でたでた月が♪」と最初の出だしの部分は、月が

出てきた様子をイメージしながら綺麗な声で歌いました。お月見についての絵本を読み

ながら、お月見の日はお団子やススキをお供えすることや、十五夜は一年で一番月が綺

麗に見える日のことを言うのだと知りました。「昨日どんなお月様だった？」と子供た

ちに尋ねてみると、「まんまるだった」「大きかった」「うさぎが餅つきしてた」など様々

な答えが返ってきました。また、お月見団子を作って実際にみんなで食べました。 

 

描画 

 手と筆を使って自由に絵を描きました。「好きな絵を描いていいよ」と伝えると、「何

描こう・・・」と悩みながらも自分で描きたいものを決め、イメージを持って絵画を楽

しんでいました。色作りも上手にしており、お友達の絵を見て「その色きれい！どうや

って作ったん？」と会話をしながら行なっていました。 

 

サーキット運動 
 鉄棒・・・少しの補助で逆上がりができるようになってきました。 
跳び箱・・・しっかり足を広げて跳ぶことができています。 

 

組体操 

 ２４人全員で力を合わせて一つのものを作り上げていく中で、たくさんお友達とぶつ

かったり、譲り合う気持ちが生まれたり、すぐに気持ちを切り換えて最後までやりきっ

たりと、様々な姿がみられました。どうすればかっこいい形が作れるのか、上手な土台

はどのようにすればよいのか、最後の大技では誰がどの位置をするのか、子供たち同士

でたくさん話し合いました。お友達のかっこいい姿を見つけたり、自分の意見を主張し

たり、人の意見を聞いたりとみんなで組体操を作り上げてきました。本番では温かい声

援と拍手をお願いいたします。 

 

競技 

 「台風の目」を行ないました。大人の見本のビデオを見て、どのように走れば速く進

めるのか意見を出し合いました。すると「小さくなって（背を屈めて）回ると速い」「内

側の人はコーンの近くを回ると速くできる」など、様々なポイントに気付いていました。

その話し合いを踏まえ、実際に屋上でお稽古をしてみると子供たち同士で「そこもっと

こうしたらいいよ！」とポイントを意識し、お互いに声を掛け合いながら行なう姿があ

りました。 

 

リレー 

 まずは３人１組になって、スタート地点が４箇所ある「エンドレスリレー」を行ない

ました。ずっと走り続けなければいけないので、子供たちは大盛り上がり。「頑張れー！」

と応援の声もたくさん聞こえました。その中で腕をしっかり振ることの大切さ、スムー

ズなバトンの受け渡しを学びました。また、公園に行き、広い空間でも走ってみました。

本番を意識してくじ引きでチームに分かれ、チーム対抗戦も行ないました。 

https://2.bp.blogspot.com/-k6eGqQkpQvI/UO1ioBHFK0I/AAAAAAAAKho/_AZNTOeD8kU/s1600/small_flower_blue.png
https://2.bp.blogspot.com/-k6eGqQkpQvI/UO1ioBHFK0I/AAAAAAAAKho/_AZNTOeD8kU/s1600/small_flower_blue.png
https://2.bp.blogspot.com/-7Ulzg54onu4/UMaewUsr4oI/AAAAAAAAH2s/LUSJHE8_7J4/s1600/tsukimi_jugoya.png
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１０月の活動内容 
 

 

 

 
うた  

・おばけのかぼちゃ ※今月の教材曲 

→１０月と言えば世間はハロウィンです。歌や絵本から由来を知り、ハロウィンについ

て知識を深めながら行事を楽しみたいと思います。「か、か、かぼちゃ♪」の部分では

リズムに乗って跳ねて歌ったり、「おばけのかぼちゃ♪」の部分ではおばけを連想させ

るような声音で歌ったりと、歌い方を変えながら歌います。 

その他「きのこ」「世界中のこどもたちが」を歌います。 

 

描画 

・かぼちゃ 

→かぼちゃを観察する、匂う、食べるなど五感を使って絵画を行ないます。かぼちゃの

外側と内側の色や手触りの違いを知り、自分で感じたことをそのまま絵の具で表現しま

す。赤・青・黄の３色を使ってかぼちゃの色を作り出すことで色彩感覚も養います。 

 

サーキット運動 

・ポイントレッスン 

→鉄棒「逆上がり」 

 跳び箱「開脚飛び（低めの縦・高めの横」 

 

食育 

かぼちゃを使った食育をします。かぼちゃの種類や花、種、成長していく様子を知り、

興味・関心を深めたいと思います。実際にかぼちゃを持って重さを感じたり、中身を見

てみたりと、かぼちゃにたくさん触れる経験を通して絵画やクッキング、ハロウィン製

作にも繋げていきます。 
 

クッキング 

 「かぼちゃの丸ごとグラタン」を作ります。かぼちゃを丸ごとくり抜き、野菜を炒め

てかぼちゃの器に入れ、上からチーズを乗せてオーブンで焼きます。かぼちゃの甘さを

味わってほしいと思います。 

 

ハロウィン製作 

 ハロウィンに向けて仮装グッズを作ったり、お菓子を作ったり製作活動を行ないます。

当日は、実際に自分達で作ったものを使って仮想をして「トリック・オア・トリート！」

と園内を練り歩きます。また、ボディペインティング用の絵の具を使って大変身したい

と思います。 

 

散歩 

涼しくなってきたので、たくさん散歩に出かけて秋探しをします。気温の変化や紅葉

などの自然の変化、空の変化などに目を向けながら、季節が変わっていく様子を子供た

ちと共有して楽しみたいと思います。 
 

https://3.bp.blogspot.com/-XtEF4VqVhNE/UO1ioUQNx7I/AAAAAAAAKhw/SxoS7R9oioU/s1600/small_flower_brown.png
https://3.bp.blogspot.com/-XtEF4VqVhNE/UO1ioUQNx7I/AAAAAAAAKhw/SxoS7R9oioU/s1600/small_flower_brown.png
https://3.bp.blogspot.com/-QjuVBYoADww/U5BEd3skJ0I/AAAAAAAAhCA/Jw1Id_az9xU/s800/pyoko9_akinomikaku.png
https://3.bp.blogspot.com/-vC754N63MQ8/UYoNJmSnpJI/AAAAAAAARno/p2clhPz6TQM/s800/halloween_pumpkin1.png
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                                      岡野
お か の

 

 9 月は、「食欲の秋」をテーマにし、秋の食べ物の写真を壁面にしました。 

子供たちは写真に載っている食べ物に興味を持ち、食べる仕草をしながら遊んでいました。 

おひさま組では、コスモスを写真とイラストを交えて貼りました。子供たちは、指差しで

興味を持ってくれたり、さまざまな種類のコスモスを掲示することで秋の雰囲気を感じれ

る空間づくりをしました。 

なぎさ組では、壁面を貼る際に「一緒に貼ってもいい？」とお手伝いしてくれる子もいて

テーマのぶどうをたくさん貼りました。ぶどうの関連資料も掲示し、知識も深まりました。 

10 月は季節に関連することだけではなく、子供たちが今、興味を持っていることにも目

を向け壁面や資料、天井環境を作っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪壁面環境≫ 
花：コスモス／キンモクセイ／オシロイバナ 

季節の写真：とんぼ／秋の虫／かぼちゃ／栗／梨／きのこ 

       

≪天井環境≫ 
季節の飾り物：トンボ／オレンジや茶色を使ったモビール 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：天気 

天気に興味を持ち始めた子供たち。いろいろな形の雲や夕焼け空、雨などの写真を飾りま

す。また、秋は月もきれいに見えるので月の満ち欠けがわかるような写真も取り入れようと

思います。窓に本物の写真を貼ることで外と見比べ、お集まりや室内遊びの時のやりとりの

ひとつになればと思います。 

 

テーマ：梨 

今月の食育が梨ということで、壁面や天井環境として飾る予定です。 

梨の他にもりんごや洋ナシなど、仲間集めをして興味が湧くような掲示をします。 

おひさま組 
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テーマ：とんぼ 

 今月の教材曲である「とんぼのめがね」と 

リンクさせていきます。「とんぼのめがねは水 

色めがね～♪」と歌詞にあるように、水色めが 

ね・ピカピカめがね・赤色めがねの 3 種類の 

とんぼの目を拡大したものを壁面や資料として飾ります。 

目をピックアップすることで、より一層、歌詞を意識 

して歌うことができるので楽しく壁面などを見ながら 

歌ってほしいと思います。また、天井環境としてとんぼを 

吊り下げ、部屋を飛んでいるように飾っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：秋の食べ物 

先月に引き続き、今月も秋の食べ物を中心に 

飾っていきます。壁面の内容を少し変え、新し 

い写真にしたり、栗や柿など先月にはなかった 

ものを加えたりしていきます。きのこ（マツタケ・ 

ヒラタケ・シイタケなど）をそのままの形で切り、 

壁に沿わせて貼っていき、興味が沸くようにして 

いきます。 

 

 

 

 

テーマ：構成コーナー 

                  おひさま組は、構成コーナーの中でも、動物人形で 

遊ぶことが盛り上がっています。保育者と一緒に 

動物園を作ったり、動物の名前を言ったりする姿

があるので、コーナーの壁面として王子動物園や

動物の写真を貼り、遊ぶ中でやりとりが広がるよ

うにしていきます。 

                   なぎさ組は、積み木や線路、ブロックなどひとつ

ひとつの玩具で遊び込んでいる姿があります。作

ったものを写真に収め、子供たちの目に留まるよ

うに壁面や資料として飾っていきます。 

 

 

なぎさ組 

共通 
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植物写真：マーガレット/ガーベラ 

季節の写真：紅葉/食べ物（柿、栗、かぼちゃ、さつまいも） 

階段：紅葉した葉 

 

 

 

山の部屋/風の部屋：紅葉した葉 

階段踊り場：ハロウィン 

 

 
 ねんどコーナー 

 ↳遊び素材の増加 

  見立て写真の増加 

 

～黄/紺/緑/を基調とした色彩～ 

 秋にちなんだ、かぼちゃ、さつまいも、

まつぼっくりなどを実際に触ることがで

きるコーナーを設置します。本物に触れ

ることで、大きさや形、重たさや質感な

どを感じ、五感を通じて季節を感じるこ

とができるようにします。 

 

 

 

 

 

 山田
や ま だ

  

   

  

  

  

  

   

  

 

   

  

  

 

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

19 

農家のせがれの指導の基、はっとの畑で

は夏野菜を大収穫することが出来ました。 

台風や夏の暑さにも耐えて巨大に育った

きゅうりや、大量に実ったピーマンと大

豆。調理の先生と相談して給食の献立に入

れてもらい、美味しくいただきました。種

から蒔いて育てた米も、すくすく育ち、も

うすぐ収穫できるほどです。 

これから冬野菜の種まきもしますので、

どれぐらい収穫が出来るのかとても楽し

みです。 

 遊具奥にある大きな花壇に、“ヒメツル

ソバ”という花を植えます。この花は、寒

暖差に強く丈夫な種類で、一年を通じて咲

く花です。葉っぱに緑と黄緑のしましま模

様が入ったり、可愛らしいピンクの丸い花

を咲かせたり、秋には紅葉したりと、たく

さん楽しませてくれます。ちぎって飾り物

や潰して色水を作るなど、遊びのバリエー

ションも増えるので、たくさん咲くのが楽

しみです。 

 園庭の雨どい遊びがとても盛り上がっ

ています。築山の斜面を利用して坂道を作

ったり、机やタイヤを用いて高低差を付け

たりと、子供たちはどうやったら水が勢い

よく流れるのかなど、研究者になっている

様子がみられます。そこで、竹の雨どいの

数を増やし、遊びのさらなる発展をねらい

ます。長い竹、短い竹を用意して様々な形

に組めるようにします。 
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